

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第152号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第152号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2025.8.15発刊の第152号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	　
第１５２号の目次

１ 活動組織の活動紹介

☆子安 (こやす)の里 (さと)の会 (かい)（三重県南牟婁郡 (みなみむろぐん)紀宝町 (きほうちょう)）☆
地元の地域活性化グループや地元小学校、地元企業など、様々な団体と積極的に連携し、地域の景観維持や農業体験などに取り組んでいます！

☆水土里 (みどり)ネット高千穂 (たかちほ)郷 (ごう)広域協定（宮崎県高千穂町 (たかちほちょう)）☆
甚大な災害への対応に多面的機能支払交付金を積極的に活用することで、迅速な復旧に繋げています！

２ 活動組織の代表へのインタビュー 

☆杉戸 (すぎと)地域資源保全会（千葉県勝浦 (かつうら)市）☆
畦畔法面の草刈りや施設の維持管理の活動に取り組んでいます！また、鳥獣害防護柵の保守管理を行うことで、農業被害の軽減を図っています！

３ 活動組織の活動の啓発・普及紹介

☆大平 (おおひら)東部 (とうぶ)環境保全会（栃木県栃木市）☆
集落ごとに活動内容を詳しく紹介しており、他の集落の活動内容も分かるような広報誌となっています！

４ 令和７年度 8月～10月の多面的機能支払イベントカレンダーを作成しました！

【編集後記】　　　　　
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